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１－１ 市民アンケート結果（粟野地域のみ）                                

 「居住地域における生活環境」では、平均よりも重要度が高いが満足度が低い項目として、「9）公共交通

機関（鉄道・バスなど）の便利さ」、「11）歩行者・自転車に対する道路の安全性」などの９項目があがっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「居住地域における現在の土地や建物の状況」では、「農地であったところに建物が建ってきた」の割合

（63.7％）が最も高くなっています。 

 「敦賀市の今後のまちづくりの方針」では、「雪や災害に強いまちづくりを進める」の割合（14.4％）が

最も高くなっています。 

１－２ 第１回地域別説明会における意見等                                

 令和２年２月４日（火）に粟野公民館にて計画の内容を説明しました。参加人数：12 名。 

主な意見等は以下のとおりです。 

土地利用 ・大きな事業をするときに（公民館の）駐車場が手狭になってきているので、道の駅と併用

したような形の駐車場を併せて整備してほしい。 

農地・森林 ・どこの市町も、近年農業後継者がいないため、農地が荒廃している。 

・農地の宅地化が進行している。 

・下水道が未整備なところもあり、工業用の施設の整備も完全には行き届いていない。 

・線引きしてしまうと、農地以外に土地利用ができなくなった場合、不安を感じる。 

・農業就労者の現状を踏まえて、用途地域や線引きを決めてほしい。 

道路 ・道路の拡張（岡山松陵線～木崎通り） 

・県道山櫛林線を滋賀県の高島市と接続してほしい。 

公共交通 ・不動産屋の宅地造成が散らばっており、交通網の整備も悪い。 

・公共交通バスの便数を増やす、又は高齢者の無料化（半額）を望む。 

・粟野地区にコミュニティバスを走らせることで、コンパクト化はできると考える。 

空き家 ・空き家が年々町内に増加しており、空き家利用方法のアイデアがあれば各地区に指導をし

てほしい。 

防災 ・井の口川、黒河川の災害危険が心配。 

地域コミュニティ ・若い世帯の自治会参加が少ない。 

その他 ・企業誘致に力を注ぎ、実現可能な計画を推進してほしい。 

・働く場が少なく、若者が外部へ流出している。 

・仕事の場が少なく、若者が働き易い会社や工場が少ない。 

 

 平成 21 年度に改訂し、2020 年をもって将来目標年次を迎えた現行計画について、市関係各課の実績を 

ヒアリングし、達成状況を評価しました。 

 

土地利用の方針 

〈都市的土地利用〉 

住居系 

土地利用 

・新興住宅地については、土地利用調整条例の運用により、適切な土地利用を図ります。 

・和久野地区等については国道 27 号とのアクセスによる利便性の向上や助高川沿川の

緑化により、快適な住宅環境の整備を図ります。 

商業系 

土地利用 

・旧国道沿い等に展開される沿道商業地については、地域の魅力向上を考慮し、生活に

密着した商業施設を適正に配置します。 

工業系 

土地利用 

・北部に集積する工業地については、今後とも、工場周辺の緑化等、環境に配慮した工

業地整備に努めます。 

概ね達成 条例に基づく調整計画の用途規制による適切な土地利用、用途地域に基づく開発事業者

に対する指導・助言など。 

土地利用の方針 

〈非都市的土地利用〉 

エネルギー研究 

施設エリア 

・エネルギー研究施設周辺については、敦賀市の将来を担う産業の育成を基本とした新

たな拠点として位置づけます。 

農地保全 

エリア 

・市街地周辺に位置する優良農地については、積極的な保全に努めます。 

自然環境保全 

エリア 

・地域南東部の森林地域の保全を図ります。 

レクリエーション

環境保全エリア 

・森林レクリエーション空間等の整備と環境の保全に努めます。 

概ね達成 野坂いこいの森施設の保全、伐採届の審査・指導による適正な森林の利用、 

国の各種制度の活用による農地・農村の保全など。 

環境等整備方針 

〈都市緑地整備の方針〉 

・助高川、井の口川沿川を市民の身近な親水レクリエーション空間として位置づけ、市街地や運動公園との

ネットワーク化などを進めます。 

・住宅地内の身近な公園や広場を整備し、地域コミュニケーションの場とします。 

未達 【未達】親水レクリエーション空間の整備、住宅地内の身近な公園や広場を整備。 

環境等整備方針 

〈景観形成の方針〉 

・助高川、井の口川沿川の河川景観の整備に努めます。粟野駅の駅前空間の整備による拠点的な景観づくり

に努めます。 

・旧国道沿線などの沿道商業地区は、広告規制や緑化を推進します。 

一部未達 河川に堆積した土砂の浚渫及び河川敷の除草等による河川景観の保持など。 

【未達】沿道商業地区における広告規制や緑化など。 

環境等整備方針 

〈都市環境形成の方針〉 

・井の口川の水質浄化のため、排水環境の改善を図るなど、清らかな清流を復活させる対策を行います。 

・優良農地環境の保全に努めます。 

・地域南東の森林地域の保全・育成に努めます。 

・舞鶴若狭自動車道における（仮称）敦賀南部 I.C の設置にむけて、まちづくりを進めていきます。 

概ね達成 河川に堆積した土砂の浚渫及び河川敷の伐木除草、 

伐採届の審査・指導による適正な森林の利用、敦賀南スマートＩＣの供用開始など。 

※「親水レクリエーション」…水や川に触れることで水や川に対する親しみを深め、余暇活動などを楽しむ 

ことができる空間。 
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１．市民アンケート・地域別説明会の意見等 ２．現行計画の評価 

項目

1）自然・緑とのふれあい

2）まちなみやまちなみ景観の整備

3）歴史文化・観光資源の充実

4）ごみ・し尿処理

5）悪臭

6）騒音・振動

7）日照・通風

8）買い物の便利さ

9）公共交通機関（鉄道・バスなど）の便利さ

10）道路の整備

11）歩行者・自転車に対する道路の安全性

12）防災上の安全性

13）避難場所や避難路

14）防犯上の安全性、治安

15）河川の整備

16）医療施設の整備

17）福祉施設の整備

18）子育て支援施設の整備

19）文化・教養施設の整備

20）スポーツ施設の整備

21）公園の整備

22）高齢者などに配慮したバリアフリーの推進

23）総合的に見た生活環境

現行計画（平成 21 年度改訂版）における 

「将来地域構造図」・「将来地域整備等方針図」は次ページのとおり 



 

 

 現行計画における将来地域整備等方針図（粟野地域） 
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 舞鶴若狭自動車道に、新たな敦賀市の玄関口として「敦賀南スマートインターチェンジ（SIC）」が整備

されました。 

 敦賀南スマートインターチェンジの積極的な利用に向けた取組みが求められています。 

 市街地南側のエリアは、多くの市民が居住し、良好な居住環境が存在しています。 

 立地適正化計画による乗継拠点（ハブ）を整備し、公共交通の利便性確保や良好な居住環境を維持する

必要があります。  

 居住誘導区域外の市街地南側へと宅地のスプロール化（無秩序な開発）が進行しています。 

 農地の宅地化が進行している。【地元】 

 都市計画道路岡山松陵線が全線開通されたことにより、交通の利便性が向上しました。 

 市街地背後にある集落・優良農地は、土地利用調整条例により住宅の開発をコントロールしています。 

 敦賀西部地区では、大規模な土地改良が行われています。 

 井の口川、黒河川の災害危険が心配。【地元】 

 災害時に緊急避難できる施設が少なく、一時避難場所とする公園は規模が小さい公園が点在しています。 

 県道山櫛林線を滋賀県の高島市と接続してほしい。【地元】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１ まちづくりのテーマ                          

 

 

 

４－２ 将来に担うべき都市機能                        

●高速交通機能を活かし

た産業・物流拠点の形成 

 

 

敦賀南スマート IC が位置する交通利便性を活かし、産業・物流拠点の形成を

図ります。 

＜基本的な考え方＞ 

・敦賀南スマート IC 周辺とエネルギー研究施設エリアは近接しているため、

一体となった産業拠点の構築が求められています。 

・将来にわたる持続可能な産業構造を構築に向け、郊外部に企業進出を図

ることができる土地利用が求められています。 

●公共交通の乗継拠点 

（ハブ）を活用した住環

境の維持 

 

 

中心市街地や市役所周辺の新市街地とを連絡する公共交通の乗継拠点（ハブ）

を活用しながら、交通の利便性確保や良好な住環境を維持します。 

＜基本的な考え方＞ 

・人口・住宅地の増加が見られ、中心市街地や新市街地とを結ぶ交通利用環

境の強化が求められています。 

・居住誘導区域外ではあるが、多くの市民が居住していることから、居住環

境の維持が求められています。 

●優良農地や貴重な自然

資源の保全 

 

地域に広がる優良農地や野坂山など、豊かな自然環境を保全します。 

＜基本的な考え方＞ 

・市街地背後にある集落・優良農地保全地域は、土地利用調整条例により住

宅開発がコントロールされていますが、地元意見でも引き続き優良農地の

保全が求められています。 

●災害に強い安全・安心な

まちづくり 

水害リスクや避難場所などに対する防災対策の強化を進め、誰もが安全・安

心に暮らせる災害に強いまちづくりを推進します。 

＜基本的な考え方＞ 

・井の口川、黒河川の災害に対する備えが求められています。 

・開発でできた公園は規模が小さく、災害時において緊急避難や一時避難で

きる公園が少ないことを踏まえ、防災機能を備えた公園整備の検討が必要

です。 

  

３．（１・２を踏まえた）地域における現況と課題 

４．まちづくりのテーマ・将来に担うべき都市機能 

豊かな自然環境と調和した交通の利便性を活かしたまち 
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（敦賀南スマートインターチェンジの整備） 

 

 
（都市計画道路岡山松陵線の開通） 

（敦賀西部地区の農地基盤整備） 

 
（ハーモニアスポリス構想） 
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５．まちづくり方針図と各種方針（案） 粟野地域 土地利用の方針  ●● 

 

• 「敦賀市立地適正化計画」に基づき、市街地では定住促進や、地域住民主体

によるルールづくりなどを検討し、より良い居住環境づくり 

• 市街地への移住・定住を促進するため、各種支援事業を推進 

• 敦賀市役所・消防庁舎の整備による防災機能の向上にあわせ、水害リスク対

策の方向性を明確にし、防災及び減災の両面からの対策 

• 市役所前通り沿道については、新都心軸の位置づけに伴い、適正な用途地域

の見直しを検討 

•  

住宅系地域 

粟野地域 環境等整備方針 

• 産業団地などの工業地については、今後も施設周辺の緑化などにより、周辺環

境に配慮した工業地を維持。 

• 敦賀南スマート IC の立地特性を活かし、産業・物流拠点の形成。 

工業系地域 

用
途
地
域
外 

• 森林については、今後も適正な保全。 

• 建築物などの立地や都市開発が行われている地域は、自然環境の保全が必要な

区域の見直しを検討し、適切な土地利用の誘導・規制。 

•  

自然環境 
保全地域 

• 既存の優良農地については、国の各種制度などを活用しながら、積極的な保全。 

• 集落地の住環境を維持するため、生活に必要な施設や公共交通などのセーフテ

ィネットを確保。 

• 関峠や粟野駅周辺における空き地、耕作放棄地については、工業用地も視野に

入れた活用。 

• 地域西部における大区画化圃場整備については、引き続き取り組むとともに、

区域内に農業関連施設などの建築を推進。 

集落・優良 
農地保全地域 

用
途
地
域
・
条
例
に
よ
る
区
域
内 

• 宅地などのスプロール化（無秩序な開発）を抑制し、居住誘導区域内への誘導

を図るための施策を検討。 

• 中心市街地への公共交通乗継拠点（ハブ）により、交通利便性を保ちながら、

快適に暮らせる住宅地を維持。 

• 長期未着手となっている都市計画道路の検証・見直しを行い、適正な土地利用

を図りながら、住みよい環境整備を推進。 

• 関や野坂については、宅地の立地状況を踏まえ、用途地域の廃止も含めた検討。 

住居系地域 

• 将来を見据え、中心市街地などへのアクセスが容易な交通体系を構築するため、乗継拠点

（ハブ）の形成、それとあわせたバスなどの公共交通の路線見直しを検討。 

• 高島市を結ぶ広域的な交通網整備に向けた地質リスクや交通量などの調査・研究。 

• 県道余座若葉線と県道山櫛林線のミッシングリンクを解消する道路の早期整備を推進。 

交通体系 

• 井の口川の水質浄化のため、排水環境の改善、住民の環境保全意識の醸成を図るなど、清

らかな清流を復活させる対策。 

• 市民の生活環境の維持向上を図るため、現赤崎最終処分場に代わる新たな施設を整備。 

自然・ 
都市環境 

公園緑地 

• 助高川、井の口川、黒河川沿いでは、良好な河川景観を形成。 

• 柴田氏庭園から野坂山への眺望景観を保全するため、建築物の高さ規制や広告規制などを

検討。 

都市景観 

• 桜ヶ谷公園については、レクリエーション緑地として保全。 

• 市街地南側に立地するレクリエーション施設に広がる緑地の保全。 

• 地域住民の安全を守る避難場所や防災活動拠点として活用できる防災公園の整備の検討

に合わせて、小規模な公園の統廃合についても検討。 

• 野坂いこいの森については、施設の適切な維持管理や緑地の保全。 

●● 

• 旧国道沿いなどの商業地については、地域の魅力を向上するため、生活に必要

な商業施設を適正に配置するとともに、必要に応じて用途地域の見直しなどを

検討。 

商業系地域 

●● 

●● 

●● 



 

敦賀市都市計画マスタープラン策定に関する第２回地域別説明会（粟野地区） 

開 催 結 果 

■開催概要 

開催日 時間 場所 参加人数 

2 月 9 日（火） 19：00～20：30 粟野公民館 15 人 

 

■参加者からの意見等 

 意  見 回  答 

●全体構想の方針（案） 

 都市づくりの基本方針 

移
住
・
定
住 

・方針③において、「若者の移住や定住を促進」と

あるが、これまで具体的な活動をしてきているの

か。 

・ふるさと創生課で、移住・定住に向けた計画を

策定し、進めているところであるが、今後も推

進していきたい。 

 

 

 交通体系の方針 

道
路 

・まちの中心地を国道 27 号バイパスが通っている

ので、南北の交通が遮断されている。 

・令和元年度に岡山松陵線が開通したことで、交

通網は大いに改善されたと思う。 

・県道余座若葉線と県道山櫛林線のミッシングリ

ンクについても、接続部分の解消が進められる

ため、南北の流れは今後も改善されると考えて

いる。 

 

 

・岡山松陵線はいい道路と思うが、正月などには交

通渋滞が起こる。 

・理想としては、木の芽川に橋を造って、東洋町か

ら笙の川沿いに道路舗装して、国道 27 号バイパ

スを交わらずに、笙の川橋の下を抜けて、粟野の

道路に抜けられるような道ができたら一番良い。 

 

 

・川をまたぐ橋の整備となると、予算もかなりか

かるが、何らかの形で検討できたら良いと思

う。 

●その他 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

・都市計画マスタープランを策定する部署が、庁内

全体の取りまとめを行い、牽引するのか。 

・関係部局が協調して、横並びの仕事をしないと実

態に合わなくなる。 

・計画策定にあたっては、庁内関係各課で構成さ

れる作業部会を立ち上げているため、引き続き

庁内で横断的に連携を進めていきたいと考え

ている。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

・パブリックコメントはいつ頃を予定しているの

か。 

・実施時期は、4月頃を予定している。 

・各地域の公民館などに計画原案を設置したいと

考えている。 

 

北
陸
新
幹
線 

・北陸新幹線が開業すると、1日何本ぐらい敦賀駅

に発着するのか。 

 

 

・１日の本数は把握していないが、しばらくの間、

敦賀駅が最終駅となると思っている。 

 

・敦賀の人は、北陸新幹線が出来たことで観光客が

減るのではないかと思う。 

・JR を利用して敦賀へ観光に来られた人のデータ

を調べて、それに対応していくということが必要

ではないか。 

 

 

・ストロー現象により、敦賀から他の観光地に出

ていく数が増えるということもある。 

・その点を理解した上で、観光事業を今後も推進

していく必要がある。 

 

 

 


